
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成 23 年 3 月 31 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
本研究では古代人のライフヒストリーを解明するために、ベイズ推定に基づいて縄文時代人

骨の死亡年齢分布を求めた。ベイズ推定による年齢推定は、あらかじめ年齢が分かっている標

本に基づいて未知のデータを分析する方法である。観察したのは骨盤の関節の腸骨耳状面であ

る。その結果、15 歳以上の個体の中で 65 歳以上の個体が占める割合が 32.5％、15 歳時点で

の平均余命は 31.5 歳と長生きという結果であった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this study is to test the hypothesis that paleodemographic data from 

skeletal remains represent an appropriate adult mortality profile. This study 
examined well-preserved auricular surfaces of 86 individuals, which are individuals of 
15 years of age and above. Age estimation of the auricular surfaces was performed 
using two techniques–the original method of Lovejoy et al. ([1985] American Journal of 
Physical Anthropology, 68:15-28) and the revised method of Buckberry and 
Chamberlain ([2002] American Journal of Physical Anthropology, 119:231-239). The 
results indicate important findings on the mortality profile of the Jomon people. First, 
the revised estimation has older age distributions with the majority of individuals over 
65 years of age. Second, the revised estimation increases the life expectancy at the age 
of 15 from 16 years to 32 years.  
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１．研究開始当初の背景 
ヒトのライフヒストリーの進化的変化を

たどる際、骨格は雄弁である。骨の成長や加
齢変化を指標として、我々の遠い祖先のライ
フヒストリーを復元することができる。骨か
ら古代人の病気や寿命、形態的特徴を探るこ
とが可能である。 
 
２．研究の目的 
本研究は骨資料から死亡年齢・性別を推定

し、人口構造を復元することによって、セン
サスデータがない過去の人々のライフヒス
トリーを解明する。具体的には、国内外の多
様な人類諸集団を対象とし、古人骨に基づく
死亡年齢・性別の推定やライフヒストリーの
解明、生業の変化や都市の形成、社会階層の
分化などに伴う人口現象の解明、病気と人口
構造の関係の解明、ヒトのライフヒストリー
の進化過程の解明に主眼を置く。研究は古人
口学、古病理学、形態学など多様な手法にわ
たる。本課題で行った研究は主に３つである。
まず、都立一橋高校地点遺跡から出土した江
戸時代人骨の頭蓋計測的特徴を報告した。次
に、ペルー、パコパンパ遺跡から出土した人
骨の生物考古学的研究である。さらに、縄文
時代人骨の古人口学的研究から平均余命を
算出した。 
 
３．研究の方法 

まず、都立一橋高校地点遺跡から出土した
江戸時代人骨の頭蓋計測的研究である。一橋
高校地点遺跡は、東京都千代田区東神田に位
置し、江戸時代前期から中期にかけての寺院
跡である。1975 年の発掘調査により人骨が
出土し、出土状況や副葬品から一般庶民の人
骨と考えられた。本研究で用いた資料は、聖
マリアンナ医科大学解剖学教室所蔵の成人
男性 51 体、成人女性 22 体の頭蓋であり、い
ずれも 17 世紀後半の人骨である。比較資料
は、縄文時代から近代にかけての、時代、社
会階層が異なる古人骨集団であり、本研究の
頭蓋計測値と比較することで、本資料の頭蓋
計測的特徴と頭蓋の階層差を明らかにする。 
次に、ペルー、パコパンパ遺跡から出土し

た人骨の生物考古学的研究である。パコパン
パ遺跡は、ペルー北高地、カハマルカ県チョ
タ郡パコパンパ村に位置する形成期の祭祀
遺跡であり、2005～2010 年度の調査で人骨
が発掘された。本研究は、パコパンパ遺跡か
ら出土した人骨を調査し、性別・死亡年齢の
推定をすること、人骨の形態や病変の観察を
行うこと、骨に残された証拠から古代アンデ
スの人々の生と死の姿を復元することを行
った。 

さらに、縄文時代人骨の古人口学的研究で
ある。骨から死亡年齢や性別を推定する具体
的な方法として、まず、年齢と性別が既知の

骨格標本（リファレンスサンプル）を用いて、
ある骨の形態的特徴と年齢・性別との関連を
明らかにする。つまり、骨の形態的特徴が年
齢や性別によって変化するパラメータとし
て、年齢・性別が一定のときに、骨がどのよ
うな形態的特徴を示すかという確率分布を
求める。次に、リファレンスサンプルから求
めた確率分布にベイズ推定などの数理的ア
プローチを適用し、年齢・性別が未知の標本
（ターゲットサンプル）が観察された後にパ
ラメータがとるであろう確率分布を算出す
る。つまり、ターゲットサンプルがある形態
的特徴を示したときに、年齢は何歳か、性別
はどちらかという事後確率分布である。この
手続きによって、古人骨の年齢や性別の推定
の精度が飛躍的に向上する。骨に残された骨
病変の解析を行い、病気と人口構造の関係を
調べる。 
 

４．研究成果 
 本研究課題の結果である。まず、都立一橋
高校地点遺跡から出土した江戸時代人骨の
頭蓋計測的研究である。一橋高校出土人骨は
長頭傾向があり、室町時代人にもっとも類似
することが分かった。その長頭傾向は、江戸
時代の中後期の人骨と比較しても著しかっ
た。本研究の結果は、江戸時代の遺跡によっ
て頭蓋形態に多様性があることを示唆し、そ
の多様性は社会階層や江戸時代内の時期差
に関連すると推察された。 
次に、ペルー、パコパンパ遺跡から出土し

た人骨の生物考古学的研究の結果、（1）埋葬
人骨と散乱人骨の両者の最小個体数は 23 体
であり、年齢構成は、9 体が未成年、12 体が
成人、2 体は不明であった。12 体の成人のう
ち、性別判定ができた 11 体の男女比は 5：6
であった。未成年の 9 体のうち 6 体が 1 歳以
下であり、胎児・乳児の死亡数が多かった。
（2）頭蓋冠が残存する 10 体の人骨のうち、
1 体に当遺跡における最初の人工頭蓋変形を
見つけた。 

さらに、縄文時代人骨の古人口学的研究の
結果では、15 歳以上の個体の中で 65 歳以上
の個体が占める割合が 32.5％、15 歳時点で
の平均余命は 31.5 歳と長生きという結果で
あった。従来の縄文時代人骨の研究では、15
歳時点の平均余命は約 16 歳で、65 歳以上の
高齢個体が皆無である。しかし、人骨の死亡
年齢の推定方法が信頼に足るものであった
のか、また、調査した人骨標本がその時代の
人々全体の人口構成を反映しているのか、問
題点があった。従来の古人口学的研究では、
高齢者人骨の年齢を若く見積もるためその
割合が過小評価されるという強い批判があ
った。また、アフリカの狩猟採集民ブッシュ
マンの民族学的調査の結果や宗門改帳に記
録された江戸時代人など、近代以前の社会で



 

 

も高齢個体が皆無という集団は存在しない
からある。本研究では、縄文時代人が予想さ
れていたよりも長寿であったということが
今回の大きな発見の一つである。 
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